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防衛大学校本科第２２期学生及び理工学研究科第１５期学生

）卒業式における学校長式辞（昭和５３年３月１９日

本日、ここに防衛大学校本科第２２期学

生及び理工学研究科第１５期学生の卒業式を

行うに当りまして、安倍内閣官房長官 、
注(1)

金丸防衛庁長官 をはじめ、内外から多数
注(2)

の来賓並びに父兄の方々の御臨席をえました

ことは、卒業生はもとより、防衛大学校にと

りましても無上の光栄と存じます。来賓各位

の御厚意と父兄の方々の御熱意に対し、心か

ら御礼申し上げる次第であります。

今回、卒業の栄をになう本科学生は４７２

名、理工学研究科学生は７３名であります。

本科卒業生は、本年４月から陸・海・空各自

衛隊の幹部候補生学校に進み、幹部自衛官と

なるための教育を受けます。また研究科卒業

生は陸・海・空の各部隊や防衛庁の各機関に

おいて、それぞれ重要な任務につくことになっています。

このおめでたい日に当り、私はまず卒業生諸君の洋々たる前途を祝福し、本科並びに

研究科の卒業生諸君が、今後、幹部自衛官として防衛の専門家として、ただ一筋の道を

まっすぐに前進されるよう求めたいのであります。幹部自衛官は、高度の知識と技能と

を必要とする専門職であります。

およそ、すべての専門職の養成には長い年月を必要としますが、特に防衛の分野にお

いては、精密誘導兵器、遠隔操縦兵器等の例を見ましても、世界各国は国運を賭して、

新しい科学技術の開発に装備の刷新に、そしてまた戦略構想の検討に全力を尽しており

ますから、少しでも油断をすればたちまち専門家としては落伍してしまいます。もし万

、 、 、一 諸君が将来 防衛の専門家として世界各国との競争に落伍するようなことがあれば

単に諸君が個人として失格するばかりではありません。日本国の安全が失なわれるおそ

れがあります。

このことは、幹部自衛官が単なる一つの専門職ではなく、国家の安全に対して究極

的に責任を負うところの特別の専門職であることを意味します。多数の主権国家が併存
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しております今日の国際社会においては、それぞれの国家が自国の主権の及ぶ範囲内に

おける平和と安全に責任を負うことは、自国の独立を守るために必要不可欠であるばか

りでなく、世界の平和を維持するだだ一つの有効な方法でもあります。この意味におい

て幹部自衛官という専門職は、日本国の防衛のみならず、国際社会の平和と安全に対し

ても、崇高なる義務を負っているといわなければなりません。諸君が防衛の専門家とし

て幹部自衛官の道をひたむきに進むとき、幹部自衛官は、国家的にも、また全人類的に

も、もっとも重大かつ高貴な使命を負っていることを常に銘記して、これを誇りとされ

たいのであります。

次に私は、本科並びに研究科の卒業生諸君が防衛の専門家としての途に徹すること

の裏付けとして、職能倫理をしっかりと身につけることを要望いたします。諸君は、自

衛隊の幹部として、将来陸・海・空の各種部隊を直接間接に運用する地位につくはずで

すが、防衛力はすなわち実力であります。この実力を操作運用する立場にある自衛隊の

幹部は、防衛の専門家としての高度の倫理的責任感に貫かれているのでなければ、その

重大な使命を達成することはできません。日本国民が防衛大学校の本科並びに研究科卒

業生諸君に期待するものは、防衛の専門家としての国際競争力と、これを裏付ける高度

の職能倫理とであります。

諸君が、このような日本国民の期待に十分応えることを確信して、私の式辞を終り

ます。




